
  
  周辺環境が魚類の放射性セシウム蓄積に及ぼす影響の解明(

平成24年度)
中禅寺湖における放射性Cs汚染状況調査

  誌名 栃木県水産試験場研究報告
ISSN 13408585
著者名 横塚,哲也

小堀,功男
発行元 栃木県水産試験場
巻/号 57号
巻号補足
掲載ページ p. 21-22
発行年月 2014年2月

    
農林水産省 農林水産技術会議事務局筑波産学連携支援センター
Tsukuba Business-Academia Cooperation Support Center, Agriculture, Forestry and Fisheries Research Council
Secretariat

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)



21 

周辺環境が魚類の放射性セシウム蓄積に及ぼす影響の解明(平成24年度)

一中禅寺湖における放射性Cs汚染状況調査一 横塚哲也・小堀功男

目的

原発事故により拡散した放射性セシウム (Cs)は東日本

の広範囲に降下・沈着し， l)県内河川湖沼に生息する魚類

から放射性 Csが検出された。魚類における放射性 Cs汚

染低減策の確立が急務とされでいるが，そのためには放射

性 Csの移行経路および汚染源の解明が必要である。本研

究では中禅寺湖に生息する魚類を対象に放射性Cs濃度を

調査した。なお，本研究の一部は内閣府「平成 24年度科

学技術戦略推進費.高濃度に放射性セシウムで汚染された

魚類の汚染源・汚染経路の解明のための緊急調査研究-J 

として実施した。

材料および方法

調査方法 2011年5月から 2013年3月の間，釣り，刺

網および地曳網を用いて魚類を採捕した(表1)。

放射性 Cs濃度測定 「緊急時におけるガンマ線スペク

トロメトリーのための試料前処理法J2)を参考に，魚類の

筋肉部(ワカサギについては魚体全体)を細切して測定試

料とした。前処理後の測定試料はU8容器を用いて，ゲル

マニウム半導体検出器によるガンマ線スベクトロメトリ

ーにより放射性Cs濃度を測定した。 3)

結果および考察

ヒメマスの放射性 Cs濃度 ヒメマスの放射性 Cs濃度

は2012年2月に最大値を示し，それ以降2012年8月まで

指数関数的に減衰したが(y=IE+42e-o.oo2x， R2 = 0.9718) ， 

その後は 2013年3月まで停滞した(図 1)。魚類における

放射性 Csの生物学的半減期は水温の低下に伴い長期化す

ることが知られており 4)10月以降の水温低下に伴って

ヒメマスにおける放射性 Csの排出速度が低下し，放射性

Cs濃度の減衰が停滞したものと考えられた。今後もヒメ

マスにおける放射性Cs濃度を監視するとともに，湖水や

餌となるプランクトン等の放射性Cs濃度との関係性を調

べる必要がある。

その他サケ科魚類の放射性Cs濃度 ホンマス，ブラウ

ントラウト，レイクトラウトおよひ、ニジマスの放射性 Cs

濃度について明瞭な傾向は確認されなかった(図 1)。魚

類の放射性 Cs濃度が最大値になるまでの日数は生態系に

おける栄養段階によって異なり，魚食魚類(第四栄養段階)

の放射性 Cs濃度は動物プランクトン食魚類(第三栄養段

階)のそれより約 230日遅れて最大になると報告されてい

る。 5)動物プランクトン食であるヒメマスの放射性Cs濃

度は減衰傾向にある一方で，ホンマス等魚食魚類の放射性

Cs濃度に減衰傾向は見られず，上記報告と一致した。

その他魚類の放射性 Cs濃度 ワカサギ，ウグイおよび

フナについては今後検体数を増やし，傾向を把握する。

今後の課題 本調査で中禅寺湖に生息する魚類の放射

性 Cs汚染の現状を把握することができた。今後は魚類の

放射性 Cs汚染機構・汚染経路を解明し，放射能汚染の将

来予測を行うことが重要な課題であると考えられる。これ

らの課題を解決するために， (独)水産総合研究センタ一

等と連携して調査・研究を実施し，淡水魚類における放射

能問題の早期解決を目指す。
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表 1 各月における放射性Gs濃度分析検体数

魚種
2011年 2012年 2013年

言十
5月 9月 2月 3月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 3月

ヒメマス 85 37 7 19 13 3 8 13 188 

ホンマス 2 2 15 8 10 38 

ブラウントラウト 46 24 16 13 9 23 17 58 16 223 

レイクトラウト 22 24 21 14 51 29 3 165 

ニジマス 6 7 3 8 6 2 20 7 61 

ワカサギ 4 

フナ 25 25 

ウグイ 26 15 41 
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図 1 各魚種における放射性Gs濃度の推移

ヒメマスについては近似曲線を表示

(水産技術室)
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農業水路における魚類の産卵・生育環境の把握ー

タナゴの産卵・成育環境ー (p15-16)

タナゴの保全に必要な知見である産卵環境や稚

魚の生息環境を把握することを目的に，タナゴが

生息する水路の物理環境を調査しました。その結

果，タナゴ、稚魚は水深が浅く，流速が遅い場所で

確認された一方で，産卵母員であるカワシンジュ

ガイは流速が速く，底質が軟らかい場所を中心に

みられました。これらのことからタナゴの保全に

はワンド部の設置とともに，カワシンジュガイが

好む環境を造成する必要があると考えられました。

また，これらを造成する際には，稚魚の生息場所

が産卵場所の下流に配置される必要があります。

希少魚を含めた水生生物の生息状況調査ーミヤコ

タナゴ生息状況調査一 (p17-18)

ミヤコタナゴの生息状況を把握するため県内 4

カ所の生息地において調査を行いました。羽田生

息地では 11年連続でミヤコタナゴが確認されま

せんでした。滝岡生息地では，泥上げ作業の際に

ミヤコタナゴ成魚 13個体と稚魚 3個体が確認さ

れたため，再生産しているものと考えられました。

A生息地では推定生息数が前年よりやや多い 218

個体となり，安定的な生息が確認されました。矢

板生息地では314個体のミヤコタナゴが確認され，

前年に比べ増加しました。今後もミヤコタナゴの

生息数の推移を注意深くモニタリングしていく必

要があると考えられます。

希少水生生物保全事業一環境改善によるミヤコタナ

ゴの増大効果の検証ー (p19-20)

自然生息地におけるミヤコタナゴの生息数増大

を図るため， 2011年に水路上流部において稚魚の

生息環境条件に基づいた環境改善を実施しました。

その結果，生息数が推定できないほどに減少して

いた上流部では，推定 90尾まで生息数が回復し，

2012年には推定 127尾に増加しました。鱗を用い

た年齢査定の結果からは，そのほとんどが稚魚で

あることが分かりました。また， 1年間にわたり

改善環境の環境変化を調べたところ，環境改善の

実施から約 1年間は稚魚にとって好適な状態が保

たれていました。このことから，環境改善によっ

て稚魚の生息場・越冬場が確保されたことが稚魚

期の生き残りを高め，翌年の繁殖親魚の増加に結

びついたものと考えられます。今後，本生息地に

おいて個体群の維持・管理を行っていく上では，

稚魚の生息数の変動について注意深くモニタリン

グしていくとともに，定期的な生息環境評価と環

境改善の追加的な実施を行っていくことが重要と

考えられます。

〔水産技術室〕

周辺環境が魚類の放射性セシウム蓄積に及ぼす影

響の解明一中禅寺湖における放射性セシウム汚染

状況調査一 (p21-22)

中禅寺湖に生息する魚類の放射性 Cs汚染状況

を把握するために，放射性Cs濃度の推移を調査し

ました。ヒメマスの放射性Cs濃度は春~夏にかけ

て減少しましたが，秋から春にかけて停滞しまし

た。しかし，その他のサケ科魚類では明確な傾向

が確認されませんでした。また，ワカサギやコイ

科魚類については，今後検体数を増やして放射性

Cs濃度の推移を把握していく予定です。今後も中

禅寺湖の魚類については継続して放射性 Cs濃度

の動向を把握していきます。

周辺環境が魚類の放射性セシウム蓄積に及ぼす影

響の解明ーアユにおける天然餌料からの放射性セ

シウム移行状況調査一 (p23-24)

アユの放射性 Cs汚染の現状を把握するために，

県内で採捕したアユの放射性 Cs濃度を調査しま

した。 2012年に実施したアユの放射性物質モニタ

リング検査では全ての検体において基準値

(lOOBq/kg-wet)を下回り，食品としての安全性

が確認されました。また，部位別の放射性Cs濃度

を調査したところ，胃や消化管内容物で比較的高

い放射性Cs濃度を示しましたが、胃や消化管には

泥が多く含まれており，これらの放射性Csは泥に

由来するものと考えられました。さらに，泥は消

化されずに排出されるため，アユが摂餌した放射

性 Csの大部分は吸収されずに体外へ排出されて

いると考えられました。
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